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成城大学　教育イノベーションセンター授業カタログとは？
授業改善アンケート等で高い評価を得た
授業科目をご紹介しています。Vol.10授業カタログ 2025

■授業内容（シラバスより抜粋）
フランス語初級以上の既修者を対象とした授業。教員からの基礎的な導入を
受けて、19～ 20世紀にフランス語で書かれた著名作家たちのごく短い哲学的
な文章を各回一つずつ講読する。履修者による報告と討論を中心に進め、フラ
ンス思想およびフランス語読解に関する一定の知識と理解、哲学的話題に即し
た一定の思考力を身につけてもらう。

■到達目標（シラバスより抜粋）
１）�フランス思想に関する知識と理解の面で、19 ～ 20 世紀のフランスの哲学
的思考について、ある程度の理解を以て語ることができるようになる。

２）�フランス語の哲学の文章に慣れ、辞書を用いて初見の文章を解読できるよ
うになる。

３）�文章の多様な話題のなかから、自分なりに重要な事柄を選択的に見て取
りそれを表現できるようになる（読解力・思考力・表現力一般）。

教員インタビュー（Q&A）

■取材当日の授業の様子（12月2日）
毎回、フランスの著名な思想家の仏語を読む授業であり、

取材当日はボーヴォワールという思想家の「第二の性」をテー
マに進行した。
授業の開始時には、前回授業において受講学生から提出さ

れたコメントシートに対し、村瀬先生からフィードバックが行わ
れ、前回のテーマであったメルロ=ポンティの思想である「両
義性の哲学」について、板書とともに解説が行われた。人間
の存在や世界には、はっきり分けられない曖昧さ（両義性）を
本質としていることや、世界も自分も固定的ではなく、相互作
用のなかで成り立っていることなど、解説図とともに説明があっ
たことで、受講学生にとっては復習の時間となり、熱心に聞き
入る姿が見られた。
その後、本講義
の教科書である『フ
ランス語で読む哲
学 22 選』を使用
し、本日のテーマ
に入った。教科書
には、各思想家の
短い原文が解説つきでまとめられており、毎回 1人の思想家
を取り上げて授業が進行していく。今回のテーマとなる思想家
ボーヴォワールの紹介と彼女らを取り巻く世の中について、村
瀬先生からの説明が行われた後、ボーヴォワールの思想につ
いて具体的な解説が行われた。現代社会において、ジェンダー
に関する課題は広く関心を集めているが、19～ 20 世紀に活躍
したボーヴォワールの思想は、このジェンダーに関する先進的

な考えと捉えること
ができるとの説明が
あった。
解説の後、教科

書の原文が音声で
流れ、全員で真剣
に聞き入り、いよい

よ受講学生からの発表時間となった。
発表者は 2名であり、各自がレジュメを印刷して持参し、他

の受講学生に配付していた。発表は、それぞれが担当してい
る範囲の仏語を音読し、和訳に加え、自分なりに考えた考察を
紹介するという流れで行われた。各発表に対し、村瀬先生か
ら単語の確認や文法の解説、よく出る仏語のフレーズ、細かな
言葉のニュアンスの違い等が紹介された。仏語で書かれた 19
～ 20 世紀の哲学の文章を購読するという経験を通じ、読解力・
思考力等に加え、当時のフランス文化や思想についても知識
を身につけることができる授業であるといえる。

授業科目名／「ヨーロッパの思想演習Ⅱb＜仏＞」
教員基本情報
氏　　名：村瀬　鋼（むらせ　こう）
所　　属：文芸学部
職　　名：教授
専門分野：�哲学、倫理学

授業概要
対 象 者：�文3・4f
授業形態：演習
単 位 数：2単位

曜日・時限：火曜日・2時限
授業教室：237教室（63名収容）
履修者数：25名

Q. 授業準備の詳細について教えてください。
A. 各回の授業で報告者（２名程度）を割
り当てています。遅くとも前日までには
WebClass を通じて報告資料（レジュメ、
ハンドアウト）を提出してもらい、必要に
応じて修正やコメントなどのフィードバッ
クをしています。

Q.授業のポイントを教えてください。
A. フランスの著名な思想家たちの仏語の
文章を講読する授業です。各思想家の短い
原文を簡単な解説つきでまとめた教科書『フランス語で読む哲学
22 選』を用い、各回、一つの文章を講読します。各回２名前後の
履修者が報告を担当し、その回の課題文の訳と主旨とを報告します。
それを受けて教員が解説を行います。
ポイントをまとめると、以下の３点です。
１）�内容が濃く読解力を必要とする仏語原典の文章を通じ、フラン

ス思想に馴染みながら思考力・理解力を向上させる。

２）�独習では理解困難なフランス思想の重要な内容を履修者に理解
させるため、できるだけ噛み砕いて説明する。

３）�毎回小レポートを課し、翌週の授業でフィードバックするとい
う双方向性を採り入れることで、学生の興味と学習との深まり
を促す。

Q.授業での学生との関わり方について教えてください。
A. 報告者の報告に対し、適宜コメントや質問を挟んでやり取りを
するのが主要な関わりです。学生間の活発な意見交換が増えるよう
な授業展開にすることが、今後の課題だと考えています。

Q. 学生への期待を教えてください。
A. 与えられた文章を自分でちゃんと読み、自分の頭で考え、自分の
言葉で文章を書き、また報告・発表してほしいと願っています。この
ことで身につく理解力・思考力・表現力は社会で自分の足で生きて
いくために必要かつ十分な能力で、必ず役立ちます！ AI の使用は禁
止していませんが、適切に使用することが肝心。今後のAIとの付き
合い方は教育にとっても重大な課題です。

特に活用しているツール
・�教科書『フランス語で読む� �
哲学 22選』
・�ネイティブによる� �
フランス語音声
・WebClass
・小レポート

授業運営のキーワード
①仏語で読む哲学
②フランス思想の知識と理解
③読解力・思考力・表現力

ヨーロッパの思想演習Ⅱ（仏） 
                                                       
 

Maurice Merleau-Ponty 

Le Primat de la perception et ses conséquences philosophiques(1946) 

 
 
1．Si je considère mes perceptions comme de simples sensations' , elles sont 

privées*, elles ne sont que miennes. 
翻訳：もし私が自分の知覚を単なる感覚として考えるなら、それらは私秘的であり、 
   ただ私だけのものである。 
主旨：知覚を単なる感覚とみなすと、知覚したものは主観的で、他者と共有できない私的 
   なものとなってしまう。 
 
2．Si je les traite comme des actes de l'intelligence, si la perception est une inspection de l'esprit** et l'objet 

perçu une idée', alors c'est du même monde que nous nous entretenons, vous et moi, et la communication est 
de droit entre nous parce que le monde est passé à l'existence idéale et qu'il est le même en nous tous comme 
le théorème de Pythagore. 

翻訳：もし私がそれら（＝知覚）を知性の働きとして扱い、その知覚が精神の洞見であり 
      知覚された対象が一つの観念であるならば、そのときあなたと私が話し合っている 
      ものは同じ世界であり、そして世界が理想的な存在へ移行し私たちすべてにピタゴラスの定理のように

同一のものであるからコミュニケーションは私たちの間で当然の権利となる。 
主旨：知覚を知性の働きであると捉えると、私と他者は同じ理想的な世界を共有でき、同じ対象について話し

合うことが可能であると考えられる。 
 
3．Mais aucune de ces deux formules ne rend compte de notre expérience. Si nous sommes, un ami et moi, 

devant un paysage, et si j'essaie de montrer à mon ami quelque chose que je vois et qu'il ne voit pas encore, 
nous ne pouvons pas rendre compte de la situation en disant que je vois quelque chose dans mon monde à 
moi, et que j'essaie par messages verbaux de susciter dans le monde de mon ami une perception analogue; il 
n'y a pas deux mondes numériquement distincts et une médiation du langage qui nous réunirait seule. 

翻訳：しかし、これら二つの論理のどちらも私たちの経験を説明していない。 
      もし、私と友人がある景色の前にいて、私が友人に、私には見えているが彼には見えていない何かを示

そうとするならば、私が自分だけの世界で何かを見ていて、言葉によって友人の世界の中にある類似し
た知覚を喚起しようと試みるという状況を私たちが説明することはできない。数値的に別々の世界とそ
して私たちを結びつける言語の仲介だけがあるということはない。 

主旨：知覚について、私的感覚のものと説明することも理想的な観念世界を共有しているものと説明すること
はできない。 

 
 
 

仏語の哲学の文章を通じて読解力・思考力等が身に付く授業文 芸 学 部

学生インタビュー

この授業のよいところはどんなところですか？

前年度に村瀬先生の授業を受けていましたし、哲学
にも興味があったので受講を決めました！この授業は
ヨーロッパ文化学科の選択必修の授業でもあります。

報告は１回の授業で50 分間、2名ほどで担当します。
教科書の見開き2ページについて、文章のピリオドご
とにペアで交互に発表しました。フランス語から日本
語に訳するだけではなく、哲学としての訳もあるので、
難しい部分がありました。発表時の村瀬先生からの質
問に答える時は緊張します。

内容は難しいけど、発表の際には、事前提出したレジュ
メに先生がアドバイスをくれるので、安心して発表
に挑めます。

最初は哲学に関心はありませんでしたが、前年度に村
瀬先生の授業を履修してから哲学に関心を持つように
なり、受講することにしました。

毎回1人の哲学者を取り
上げ、じっくり幅広く基
礎を学べると思います。
フランス語の音声を聞い
た後に学生の発表、最
後に村瀬先生による解
説という流れなので、理解しやすいです。

この授業を履修したきっかけは何ですか？

【授業時間外の学習】（シラバスより抜粋）
予習２時間（テクストの下読み）、復習２時間（テクスト
内容の再確認、小レポートの作成）等。報告担当の際に
は資料作成等の準備に別途相応の時間を使う。

【成績評価の基準と方法】（シラバスより抜粋）
小テスト	 30％
小レポート	 39％
その他（報告担当）	 31％

インタビューに回答してくれた岡田さん、南大林さん

授業での報告（発表）の準備はどのように進めま
したか？


